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全
港
湾

元
木
中
央
委
員

石
炭
火
力
発
電
休
廃
止
問
題

に
つ
い
て
、
四
国
地
方
新
居
浜

支
部
で
は
要
請
行
動
や
パ
ブ
コ

メ
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

情
報
収
集
等
を
お
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
何
の
成
果
も
無

い
ま
ま
一
年
が
経
過
し
た
。

昨
年
10
月
31
日
に
行
わ
れ
た

『
四
国
地
区
港
湾
安
定
化
協
議

会
』
の
意
見
交
換
の
際
に
、
四

国
運
輸
局
か
ら
『
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
作
業
に
本
省
か
ら
港
湾
運
送

事
業
と
の
確
認
は
取
れ
て
い
な

い
』
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
全
国
港
湾
で
も
中
央
行

動
等
で
働
き
か
け
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
報
告
を
受
け
て
お

り
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、

作
業
や
荷
役
料
金
は
各
地
方
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
港
湾
作
業
と

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、『
公

正
な
移
行
』
の
観
点
か
ら
雇
用

を
守
る
た
め
に
も
石
炭
や
コ
ー

ク
ス
な
ど
の
荷
役
と
同
等
の
料

金
収
受
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
、
中
央
本
部

と
し
て
国
会
議
員
を
活
用
し
て

行
政
な
ど
に
要
請
行
動
す
る
よ

う
求
め
る
。

1
月
17
日
に
は
四
国
港
運
協

会
と
四
国
運
輸
局
へ
要
請
行
動

を
行
い
、『
特
定
重
要
拠
点
空
港

・
港
湾
』
に
つ
い
て
は
、
軍
事

基
地
化
や
兵
站
基
地
化
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
港
湾
労
働
者
が

安
心
・
安
全
に
働
け
な
く
な
る
。

ま
た
、
岸
壁
が
自
衛
隊
や
海
上

保
安
庁
の
優
先
使
用
と
な
っ
て

貨
物
船
が
後
回
し
に
な
り
、
定

期
船
が
抜
港
さ
れ
元
に
戻
ら
な

い
恐
れ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

問
題
提
起
を
し
な
が
ら
『
基
本

的
に
反
対
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
港

湾
労
働
者
の
安
全
と
安
定
し
た

生
活
の
補
償
を
国
に
確
約
さ
せ

な
け
れ
ば
、
認
め
る
こ
と
は
絶

対
に
で
き
な
い
』と
強
く
訴
え
、

協
会
と
し
て
も
反
対
の
立
場
に

立
つ
よ
う
要
望
し
た
。

私
た
ち
の
職
場
で
あ
る
港
湾

が
『
軍
事
基
地
化
・
兵
站
基
地

化
』に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
る
。

大
阪
カ
ジ
ノ
問
題
に
つ
い

て
、
昨
年
、
全
国
港
湾
よ
り
大

阪
カ
ジ
ノ
反
対
署
名
の
要
請
が

あ
り
、
取
り
組
ん
だ
。
四
国
港

湾
で
は
、
地
元
の
平
和
セ
ン
タ

ー
や
地
区
労
に
協
力
要
請
し
、

最
終
的
に
は
2
4
0
0
筆
を
超

え
る
署
名
総
数
と
な
っ
た
。

今
年
に
入
り
、
『
ハ
マ
の
ド

ン
』
と
い
う
映
画
を
観
た
。
映

画
の
中
で
『
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ

っ
て
、
家
庭
が
崩
壊
し
た
の
を

見
て
き
た
。
カ
ジ
ノ
は
必
要
な

い
』
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ

っ
た
。
今
回
、
横
浜
で
の
カ
ジ

ノ
誘
致
は
阻
止
で
き
た
が
、
大

阪
に
カ
ジ
ノ
が
出
来
て
し
ま
え

ば
、
結
果
と
し
て
日
本
人
が
お

金
を
巻
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。

全
国
港
湾
と
し
て
大
阪
カ
ジ

ノ
誘
致
反
対
運
動
の
継
続
を
求

め
る
。

神
戸
港
湾

西
澤
中
央
委
員

昨
年
11
月
2
日
に
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
お
け
る
メ
ガ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

の
雇
用
と
職
域
の
件
で
、
港
湾

管
理
会
社
・
港
湾
運
営
会
社
・

神
戸
港
湾
で
協
議
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
際
に
、
竹
内

委
員
長
代
行
を
は
じ
め
、
全
国

港
湾
の
方
々
に
同
席
し
て
も
ら

い
協
議
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
今
後
も

メ
ガ
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
の
な
か

で
様
々
な
問
題
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
対
象
と

な
る
現
場
労
働
者
の
雇
用
と
職

域
を
守
る
べ
く
地
域
港
湾
と
し

て
協
議
を
進
め
て
行
く
が
、
困

難
を
き
た
す
場
合
は
、
全
国
港

湾
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
の
で
そ
の
時
は
ま
た
力

を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
く
思

う
。

検
数
労
連

岡
田
中
央
委
員

指
定
事
業
体
課
題
に
つ
い

て
、
昨
日
、
玉
田
書
記
長
か
ら

提
案
さ
れ
、
『
残
念
な
が
ら
早

急
に
解
決
す
る
産
別
協
定
を
履

行
す
る
動
き
に
至
っ
て
い
な

い
』
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は

検
数
労
連
で
も
定
期
大
会
で
発

言
し
た
が
、
産
別
方
針
に
沿
っ

た
最
善
の
形
で
採
用
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
採

用
に
つ
い
て
は
問
題
解
決
に
向

け
た
動
き
で
あ
る
と
い
う
確
信

の
中
で
、
産
別
方
針
に
則
っ
た

形
で
企
業
内
に
限
定
し
た
動
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

産
別
協
定
と
の
関
係
で
言
及

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
く
受
け

止
め
な
が
ら
、
前
進
に
向
け
た

取
り
組
み
に
対
す
る
理
解
を
し

て
ほ
し
く
発
言
し
た
。

２０２４年度 産別労働条件および産別協定の改定に関する要求書
1．大幅賃上げ、並びに産別制度賃金の引き上げについて
（1） 加盟単組の賃上げについて
① 港湾産業における基準内賃金を引き上げるために、全国港湾、並びに港運同盟に加盟す
る各単組（支部などを含む）が30，000円以上（或は10％以上）を引き上げるための24年度
賃金引き上げ要求に誠意をもって回答すること。
② 港湾労働への人員確保を主たる命題として、全国港湾並びに港運同盟に加盟する各単組
（支部など）が掲げる初任給200，200円の要求に誠意をもって回答すること。

（2） 産別制度賃金の引き上げについて
① 魅力ある港湾労働の一つとして位置づけられる産別制度賃金の拡充のために、日港協は
「独禁法抵触論」をあらため、東京都労働委員会の命令（21年8月18日交付）及び、中央
労働委員会の命令（24年1月23日交付）に従い、「良好な労使関係を構築（22春闘合意）」、
並びに両労組の申し入れ（24年1月25日付）をふまえ、中央港湾団交において、以下の産
別制度賃金に回答すること。
② 24年度の産別最低賃金を、現行より10％引き上げ、200，200円（日額：8，710円、時給：
1，250円）とすること（あるべき賃金要求の18歳水準）。
③ あるべき賃金を、別表の通り改定（現行の10％引き上げ）すること。
④ 産別基準賃金を、全港・全職種適用とし、10％引き上げ40歳376，300円に改定すること。
⑤ 検数・検定労働者の標準者賃金を277，200円に改定（現行協定の10％引き上げ）し、これ
に到達すること。なお、この賃金は基準内賃金として適用し、その定義は、検数・検定小
委員会における合意内容とする。

2．魅力ある港湾労働の確立のための労働諸条件の整備について
（1） 「5．9協定（産別協定第29条）／1991年5月9日付」を以下の通り改定すること。
① 協定第1項に係わって、協定の適用を、全港・全職種とすること。
② 協定第1項（1）～（3）を削除し、「土曜日は休日とする」と改定すること。
③ 協定第2項、及び第3項は、削除すること。
④ 上記①～③の措置に伴い、産別協定第28条を「休日は、日曜・土曜並びに…」と改定し、
時間外労働基礎分母は143時間とすること。
⑤ なお、検査職種・関連職種においては、20年実施を合意している「5．9協定に基づく週休
二日制」を22年4月1日実施とし、日港協は適正料金支払い等の具体的な支援策を講じる
こと。
また、関連職種については、地区労使協議、個別元請事業者との協議を促進し（21春闘
協定）、22年4月1日遡及実施とすること。

（2） 休日・年末年始休日などの改定について
① すべての港湾において、毎月1回の日曜日を不稼働日とすること。当該の日曜日は全国
同一とし、その特定については、中央港湾団交において確認すること。
② 24年度より年末年始特別例外荷役を実施せず、不稼働日・完全休日とすること。
③ 上記の改定に伴い、時間外労働割増率を以下の通りとすること。
平 日＝ ― 半夜：150％ 深夜：200％
土曜・休日＝昼間：150％ 半夜：200％ 深夜：250％
日曜・祝日＝昼間：150％ 半夜：200％ 深夜：250％

（3） なお、23春闘協定に基づき賃金・労働時間問題専門委員会において、本件（上記（1）
・（2）項）に係る協議を進めていることに鑑み、その到達点から中央港湾団交を進めると
ともに、人員不足対策小委員会の進捗にあわせ、本専門委員会で必要な協議を進めること。

3．緊急性を要する課題について
（1） 認可料金の復活・適正料金の確保に向けて、22春闘で合意した料金プロジェクトチー
ム（以下：Ｐ／Ｔ）を積極的に稼働させ、行政・国会・港運ユーザーに向けた取り組みを具
体化すること。また、人員不足対策小委員会（5―（1））の進捗にあわせ、本Ｐ／Ｔで必
要な協議を進めること。
（2） 指定事業体に所属し検査業務に携わる労働者の本体への採用について、21春闘「覚書」
・22・23春闘協定の履行・具体化を図り、「早急に解決する」こと。
（3） 事前協議制度の強化を図るために、事前協議の申請書に「産別協定を順守し、履行す
るための適正料金・適正下払い料金を支払う」旨を明記するよう、元請け事業者及びユーザ
ー（申請者）に周知し、事前協議に当たってはその実行を検証し、申請内容の可否を判断す
ること。

4．政府施策・港湾の諸「合理化」に関する労使の対応に係る課題
（1） 政府の政策・施策に係る対応について
① 政府の政策や施策に関し、日港協を通じて労使協議できるよう対応し、労使がこれを精
査できる体制を作ること。
② 特定限定許可制度（所謂：お手伝い特例）について、日港協として「検証委員会」に参
加し、組合の取り組む地方運輸局単位の「検証委員会」の設置にも合意し、地区単位での
検証に参加すること。
③ 石炭火力老朽施設の休・廃止に伴う石炭荷役問題について、23春闘で合意した「国交省
及び厚労省に、実効ある事業存続措置・雇用の確保策を要請し、協議のための連絡会議（仮
称）の設置を求める」ことを早急に実施すること。また、パイプライン荷役を港湾運送事
業として明文化するよう国土交通省に労使で働きかけること。

（2） 港湾労働者保障基金制度（転職資金・生活助成金制度）の拡充について
① 港湾労働者保障基金制度（転職資金・生活助成金制度）を港湾運送事業への負の影響に
対する次善の策として制度の目的も含め拡充することに合意し、安定協会に対し、制度の
整備などについて要請し、具体化を図ること。
② 具体的には、制度の目的に「政策転換や政府施策など事業者の責によらないことに起因
する事業継続の困難性に対処する制度」を付加し、当該、事業者への貸付金、労働者に対
する給付金、当該地区内における雇用の斡旋、転職を余儀なくされた場合の資金の給付を
骨子として整備すること。

（3） 特定重要拠点空港・港湾の指定について
① 政府の進める「特定重要拠点空港・港湾」の指定は、港湾の軍事基地化（兵站基地化）
を図り、港湾労働者の安心・安全を著しく脅かすものである。ついては、これに反対の立
場を内外に表明し、平和産業としての港運事業・平和な港の維持に、関係行政への申し入
れなどあらゆる措置を講じること。
② 特定重要拠点港湾への指定が想定されている港湾のある関係地区協会に対し、本政策の
危険性を周知し、対応する運輸局・港湾管理者に反対の意思を表明するなどの取り組みを
促進する措置を講ずること。

5．継続課題の解決・前進を図る課題
以下の課題は、22・23春闘において合意、或いは継続的に協議するとしたもので、すでに
専門委員会などでも協議を続けている。24春闘中央港湾団交と並行して協議を続け、合意事
項は中央港湾団交での合意として24春闘協定に書き込むものとする。
（1） 人員不足対策について、23春闘協定3項にもとづき設置した、人員不足対策委員会（準
備委員会・小委員会）の協議を促進させ、魅力ある港湾労働、入職希望者に選択してもらえ
る諸施策を具体化すること。
なお、23春闘協定に基づき賃金・労働時間問題専門委員会において、（上記2―
（1）・（2）項）に係る協議を進めていることに鑑み、その到達点から中央港湾団交を進め
ること。
（2） 職域・業域の確保・労働環境などの整備に係る継続的課題について
① 「インランドデポ・港頭地区や隣接地区の物流倉庫が、港湾運送事業者の業域並びに、
港湾労働者の職域となるよう取り組む」との22春闘合意をもとに、中央労使政策委員会と
して、インランドデポの実情把握の視察を計画し、共通認識を深め、今後の対策を検討す
る素地を作ること。
② 指定事業体からの48歳以上の入会者の年金適用について、「制度の可否については、労
使による専門委員会を設置し継続協議する（22春闘協定）」との確認に基づき、早急に専
門委員会を設置し、課題の解決を図ること。
③ 標準者賃金の適用要件を「年齢35歳・有資格者とする」よう改定することについて、「23
年度実施を目標に検数・検定小委員会で協議する」との22春闘合意をふまえ、この履行の
ために特化した小委員会を開催して、実施の具体化を図ること。
④ 関連職種の「週休二日制、時間外分母短縮、65歳定年制実現」について、22春闘協定に
基づき速やかに実施し、日港協は、そのための具体的支援を行うこと。
⑤ 65歳定年制（逓減なし）の実施について、2025年度（4月1日）実施の合意を前提に、
早急に実施できるよう、各単組・職種の取り組みを支援すること。
⑥ 18春闘協定において「港湾労働法の全港・全職種適用の合意」を基本に、港労法問題労
使検討委員会を中央港湾団交と並行して行い、これを推進するための諸課題の整理や促進
方法などについて協議し、全港・全職種適用に向けた取り組みの具体化を図ること。

（3） 中央労使安全専門委員会において、次の課題を具体化し、実施すること。
① 現在進めている、「放射線被害対策健康診断」について、費用負担や対象者の拡大など
制度の整備を図ること。
② フルハーネスの改善・導入費用などについて具体化を図ること。
③ ＦＡＮ付作業着について、遅くとも24年春を目途に導入できるよう取り組む。
④ 労災補償に関し、遺族補償・障害等級1～3級について4，000万円とする日港協傘下事業
者の取り組み状況と進捗をＷＧにおいて検証し、産別労災補償制度確立に資すること。

〈労働災害企業内補償の産別最低基準要求 ＠＝万円〉

（4） 産別協定・確認書などの編纂作業を早急に進め、24年10月を目途に完成させること。
以 上

大
港
労
協

三
宅
中
央
委
員

全
国
港
湾
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
で
、
一
番
多
く
出
て
い
た
の

は
『
人
手
不
足
』
『
適
正
料
金

が
も
ら
え
な
い
』
の
2
つ
で
全

体
の
5
割
を
超
え
て
い
る
。
こ

の
2
つ
を
解
消
す
る
に
は
何
が

必
要
か
と
い
う
と
、
労
働
条
件

の
改
善
と
初
任
給
（
賃
金
）
の

引
き
上
げ
が
あ
る
。
今
年
は
個

別
単
組
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

全
国
港
湾
が
ど
こ
ま
で
関
わ
れ

る
か
と
い
う
と
適
正
料
金
の
話

に
な
る
が
、
人
手
不
足
を
解
消

す
る
に
は
女
性
労
働
者
も
必
要

と
な
る
。
女
性
労
働
者
を
呼
び

込
む
た
め
に
は
福
利
厚
生
の
充

実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃

金
を
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
女

性
の
施
設
が
な
い
。

近
畿
運
輸
局
の
資
料
で
は
、

港
湾
に
お
け
る
女
性
の
割
合
は

4
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
ど

う
や
っ
て
増
や
す
か
と
い
う
と

個
別
企
業
の
対
応
も
必
要
だ

が
、
港
湾
全
体
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
の
が
問
題
で
あ
る
。

港
労
法
付
加
金
・
安
定
基
金

等
の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、

国
交
省
に
原
資
を
求
め
る
運
動

が
必
要
で
あ
る
。
港
湾
を
働
き

や
す
い
環
境
に
す
る
た
め
に
は

個
別
単
組
の
賃
上
げ
や
労
働
条

件
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
が
、

全
国
港
湾
が
港
湾
を
魅
力
あ
る

職
場
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

基
金
の
9
円
を
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
る
。

港
湾
運
送
事
業
法
の
無
許
可

事
業
者
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い

て
、
根
底
に
は
料
金
の
問
題
が

あ
る
。
違
法
な
業
者
が
港
湾
運

送
事
業
や
港
湾
労
働
法
に
抵
触

す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
ら
、

適
正
料
金
を
貰
う
前
に
違
法
な

業
者
に
荷
物
が
流
れ
る
。
こ
の

部
分
に
つ
い
て
は
ス
ト
ラ
イ
キ

を
構
え
な
が
ら
国
交
省
に
訴
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

に
は
行
政
の
力
を
借
り
な
け
れ

ば
解
決
で
き
な
い
。
こ
の
辺
の

こ
と
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り

の
要
求
の
仕
方
で
は
な
く
、
争

議
権
を
構
え
な
が
ら
24
春
闘
を

展
開
し
て
ほ
し
い
。

博
多
港
湾

宮
路
中
央
委
員

年
末
年
始
特
別
例
外
荷
役
に

つ
い
て
は
作
業
を
行
わ
な
い
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
賛
成
の

立
場
で
発
言
す
る
。

博
多
港
湾
は
24
春
闘
を
契
機

に
議
論
を
本
格
化
さ
せ
、
年
末

年
始
荷
役
は
行
わ
な
い
こ
と
を

労
使
確
認
で
き
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

完
休
日
実
現
に
向
け
て
頑
張

っ
て
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

北
海
道
港
湾

石
原
中
央
委
員

石
炭
火
力
発
電
休
廃
止
問
題

に
つ
い
て
、
昨
年
の
大
会
で
も

留
萌
の
仲
間
の
経
過
と
実
情
を

報
告
し
た
が
、
そ
の
後
の
情
報

と
し
て
、
留
萌
の
当
該
企
業
に

お
け
る
労
使
協
議
の
な
か
で
会

社
側
は
『
今
後
の
展
望
や
方
向

性
を
2
0
2
3
年
度
内
に
説
明

す
る
』
と
し
て
い
た
が
、
昨
年

中
に
会
社
側
か
ら
の
報
告
や
説

明
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
情
報
が
無
い
な

か
で
会
社
側
は
新
規
事
業
部
と

い
う
部
署
を
新
た
に
設
置
し
た

う
え
に
、
市
内
や
関
連
企
業
を

回
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
組

合
員
に
入
り
、
職
場
で
は
不
安

な
空
気
が
蔓
延
す
る
状
況
と
な

っ
た
。
組
合
は
再
度
、
会
社
側

と
協
議
を
行
い
、
『
組
合
員
に

一
切
説
明
を
し
な
い
中
で
会
社

が
裏
で
動
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
組
合
員
は
不
安
を
覚
え
て

混
乱
し
て
い
る
』
と
抗
議
し
、

早
急
に
説
明
す
る
場
を
設
け
る

よ
う
要
請
し
て
い
る
。
会
社
側

は
組
合
の
抗
議
を
受
け
、
23
年

度
末
ま
で
に
は
説
明
す
る
と
言

っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
説
明

が
な
い
ま
ま
進
展
が
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
雇
用
不
安
を
起

こ
し
た
要
因
は
政
府
が
進
め
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
施
策

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ

と
か
ら
、
石
炭
に
代
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
水
素
な
ど
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
荷
役
を
港
湾
運
送
事

業
と
明
確
化
さ
せ
る
べ
き
だ
。

港
湾
労
働
者
は
政
府
施
策
の
石

炭
荷
役
の
縮
小
で
職
場
を
奪
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
『
公
正
な
移

行
』
を
政
府
に
責
任
を
も
っ
て

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

最
後
に
当
該
地
区
の
組
合
員

か
ら
、
留
萌
は
例
年
に
な
い
災

害
級
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
が
、
『
挫
け
る
こ
と
な
く
引

き
続
き
雇
用
確
保
に
向
け
て
頑

張
っ
て
行
く
』
と
力
強
い
言
葉

を
紹
介
し
、
北
海
道
港
湾
か
ら

の
発
言
と
す
る
。

全
港
湾

佐
藤
中
央
委
員

安
心
安
全
、
港
湾
労
働
者
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
能
登
半
島
地
震

の
話
が
出
て
い
る
が
、
今
回
の

震
災
に
つ
い
て
は
3
6
4
日
フ

ル
オ
ー
プ
ン
の
中
で
唯
一
の
完

休
で
あ
る
1
月
1
日
に
発
生
し

た
。幸
い
完
休
日
で
あ
り
、我
々

の
命
は
助
か
っ
た
。
こ
れ
は
偶

然
で
あ
っ
て
、
違
う
日
で
あ
っ

た
ら
と
思
う
と
港
湾
労
働
者
の

人
的
被
害
は
大
き
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
の
で
は
と
思
う
。
仕

事
中
に
震
災
に
合
い
ケ
ガ
等
を

し
た
場
合
に
は
労
災
認
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
震
災
か
ら
教
訓

と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
地
方

で
は
耐
震
岸
壁
化
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
。避
難
所
や
避
難
経
路
、

避
難
場
所
に
不
備
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
阪
神
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
各

々
が
自
分
の
地
区
の
行
政
に
対

し
て
、
協
議
を
し
て
い
る
が
進

ん
で
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
港
運

事
業
者
が
港
湾
労
働
者
の
い
の

ち
を
守
る
一
番
重
要
な
部
分
と

思
っ
て
い
る
。
日
本
港
運
協
会

が
中
央
行
政
や
港
湾
管
理
者
に

対
し
、
整
備
を
進
め
る
よ
う
働

き
か
け
る
動
き
を
作
る
よ
う
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
労
災
で

議
案
書
に
書
か
れ
て
い
る
金
額

を
勝
ち
取
っ
た
と
し
て
も
、
本

当
に
補
償
さ
れ
る
の
か
。
そ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
も
労
災
補
償

の
在
り
方
と
い
う
の
も
考
え
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
。

女
性
労
働
者
に
つ
い
て
、
港

湾
は
昔
か
ら
男
社
会
で
あ
る

が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

女
性
労
働
者
を
い
か
に
労
働
環

境
を
整
備
し
な
が
ら
受
け
入
れ

て
い
く
の
か
。
ハ
ー
ド
面
は
全

く
進
ん
で
い
な
い
。
港
湾
の
本

船
・
沿
岸
も
含
め
て
女
性
労
働

者
が
き
ち
ん
と
し
た
労
働
環
境

の
中
で
仕
事
が
で
き
る
環
境
を

進
め
て
行
く
こ
と
も
事
業
者
団

体
の
責
任
で
あ
り
、
行
政
に
対

し
て
働
き
か
け
を
行
う
と
い
う

こ
と
も
必
要
で
あ
る
考
え
て
い

る
。

全
港
湾

樋
口
中
央
委
員

週
休
2
日
制
に
つ
い
て
、
現

状
を
含
め
て
困
難
で
あ
る
と
は

思
う
が
、
昨
今
の
自
然
災
害
や

酷
暑
の
中
で
船
社
の
都
合
で
労

働
を
虐
げ
ら
れ
る
労
働
環
境
に

対
し
て
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
い
う
声
を
高
ら
か
に

上
げ
て
、
5
・
9
協
定
の
見
直

し
を
含
め
て
力
強
く
こ
の
春
闘

の
中
で
主
張
し
て
い
た
だ
き
た

く
思
う
。

名
港
労
協

上
條
中
央
委
員

指
定
事
業
体
課
題
に
つ
い

て
、
指
定
事
業
体
労
働
者
は
検

査
事
業
に
お
け
る
人
件
費
の
削

減
や
使
い
捨
て
の
道
具
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言

う
ま
で
も
な
い
。
指
定
事
業
体

は
作
業
の
波
動
性
に
対
応
す
る

た
め
の
検
数
退
職
者
の
弾
力
的

運
用
の
受
け
皿
と
し
て
存
在
し

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は

指
定
事
業
体
に
籍
を
置
く
若
手

労
働
者
は
作
業
配
置
や
業
務
が

固
定
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
常

用
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。日
々
、

同
じ
仕
事
を
し
て
い
な
が
ら
雇

用
形
態
の
名
称
が
違
う
だ
け
で

遥
か
に
及
ば
な
い
待
遇
、
賃
金

水
準
に
と
ど
め
置
か
れ
る
と
い

う
指
定
事
業
体
の
派
遣
実
態
が

身
分
差
別
そ
の
も
の
と
指
摘

し
、
改
善
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
素
性
は
検
数
労

働
や
業
界
に
差
別
や
格
差
を
持

ち
込
む
こ
と
に
な
り
、
労
基
法

あ
る
い
は
旧
労
働
契
約
法
の
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
趣
旨
に
反

す
る
ほ
か
、
新
し
く
入
っ
て
く

る
労
働
者
へ
の
求
人
環
境
に
も

跳
ね
か
え
る
問
題
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
は
適
正
料
金
収
受
に
影

響
が
出
か
ね
な
い
。
こ
う
い
っ

た
労
務
管
理
を
労
働
組
合
が
容

認
し
て
い
れ
ば
企
業
が
な
め
て

か
か
り
、
や
り
た
い
放
題
が
横

行
す
る
。
ま
し
て
や
、
港
湾
産

別
問
題
で
注
目
さ
れ
て
い
る
標

準
者
賃
金
や
5
・
9
協
定
の
履

行
が
一
向
に
進
ま
な
い
最
大
の

原
因
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
根
幹
は
指
定
事
業
体

制
度
に
内
在
す
る
価
値
の
低
い

不
当
な
扱
い
で
あ
り
、
中
間
搾

取
に
よ
る
悪
し
き
商
慣
習
に
他

な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
21

春
闘
覚
書
か
ら
始
ま
っ
た
協
定

が
機
能
せ
ず
、
協
定
不
履
行
で

は
な
い
か
と
思
う
。
24
春
闘
で

は
指
定
事
業
体
問
題
が
解
決
す

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
具
体
的
な
戦
術
な

ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

四
国
港
湾

中
土
井
中
央
委
員

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
つ

い
て
、
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
選

定
さ
れ
た
港
と
そ
れ
以
外
の
港

の
中
で
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
。23

秋
年
末
の
中
央
行
動
の
国

交
省
交
渉
で
は
『
貨
物
を
失
っ

た
港
に
関
し
て
は
把
握
で
き
て

い
な
い
』
と
の
回
答
が
あ
り
、

無
責
任
で
腹
が
立
つ
回
答
で
あ

っ
た
。
す
で
に
坂
出
港
で
は
貨

物
が
無
く
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
構
想

に
よ
っ
て
、
外
国
小
麦
の
取
扱

量
が
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、外
国
船
の
入
港
が
激
減
し
、

内
航
船
に
替
わ
っ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。
同
じ
取
扱
量
の
荷
物

で
も
外
国
船
と
内
航
船
で
は
単

価
が
違
う
た
め
売
り
上
げ
に
も

影
響
し
て
い
る
。

工
場
移
転
に
よ
っ
て
減
少
し

た
荷
物
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か

り
事
業
存
続
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
態
に
発
展
し
か
ね
な
い
。
我

々
港
湾
労
働
者
の
雇
用
や
職
域

に
も
影
響
し
て
く
る
。

地
方
で
も
、
運
輸
局
に
対
し

て
雇
用
不
安
に
陥
ら
な
い
よ
う

対
策
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行

く
が
、
全
国
港
湾
と
し
て
も
雇

用
や
職
域
を
守
る
先
頭
に
立
っ

て
運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

た
く
思
う
。

高
知
新
港
の
重
量
計
設
置
に

つ
い
て
、
数
年
に
わ
た
り
高
知

新
港
の
重
量
計
の
設
置
を
四
国

運
輸
局
や
高
知
県
に
対
し
て
行

っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
実
現

し
て
い
な
い
。
高
知
運
輸
局
は

一
定
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
よ

う
に
思
え
る
が
、
高
知
県
は
担

当
者
が
変
わ
る
た
び
に
振
り
出

し
に
戻
る
事
態
が
続
い
て
い

る
。
現
在
で
も
4
キ
ロ
以
上
離

れ
た
場
所
で
計
測
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
事
故
は
無
い
も
の

の
、
偏
荷
重
や
重
量
超
過
に
よ

る
危
険
性
を
感
じ
な
が
ら
作
業

に
従
事
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
危
険
な
作
業
を

解
消
す
る
た
め
、
引
き
続
き
行

政
交
渉
を
行
っ
て
い
く
の
で
、

全
国
港
湾
と
し
て
も
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。

全
港
湾

面
谷
中
央
委
員

石
炭
火
力
発
電
休
廃
止
問
題

に
つ
い
て
、
政
府
施
策
で
減
少

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

雇
用
保
障
の
申
し
入
れ
を
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
国
交
省
で
は

『
石
炭
を
全
量
無
く
す
こ
と
は

な
い
』
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

き
た
。
中
小
企
業
は
石
炭
に
依

存
し
て
い
る
中
で
、
少
し
減
ら

さ
れ
た
だ
け
で
も
多
大
な
影
響

を
受
け
、
倒
産
す
る
恐
れ
も
あ

り
雇
用
問
題
に
発
展
す
る
と
言

っ
た
と
こ
ろ
『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
行
け
』
と
い
う
発
言
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
諸
外
国
で

は
、
公
正
な
移
行
が
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
荷
役
が
石
炭

の
代
わ
り
に
な
る
の
で
は
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
荷
役
は
港
湾
運
送
事
業
に
明

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
港
湾
運
送

事
業
法
（
施
行
規
則
）
第
2
条

3
項
に
タ
ン
ク
船
は
対
象
外
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

施
行
規
則
な
の
で
変
え
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
う
こ
と
か
ら

も
中
小
企
業
を
助
け
る
た
め
に

も
様
々
な
方
法
で
交
渉
や
運
動

を
進
め
て
ほ
し
い
。

2
月
14
日
に
第
1
回
中
央
団

交
が
開
催
さ
れ
本
格
的
な
24
春

闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の

な
か
で
先
ず
は
能
登
半
島
地
震

に
係
る
緊
急
課
題
に
つ
い
て
要

求
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
大
き

く
3
点
に
つ
い
て
訴
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

地
と
り
わ
け
七
尾
港
の
港
湾
施

設
の
問
題
で
す
。
こ
の
状
況
で

は
我
々
の
仲
間
は
仕
事
に
就
労

す
ら
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
は
各

行
政
を
は
じ
め
全
関
係
者
に
緊

急
課
題
と
し
て
早
期
の
復
旧
申

入
れ
を
行
い
ま
す
が
、
先
ず
は

業
界
団
体
が
動
か
な
け
れ
ば
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、

使
用
者
団
体
に
対
し
こ
の
点
に

つ
い
て
強
く
迫
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
現
在
七
尾
港
の
仲
間
は
仕

事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地
の
仲

間
も
雇
用
・
職
域
確
保
に
向
け

全
力
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
我
々
中
央
と
し
て

現
地
の
仲
間
と
共
に
雇
用
・
職

域
確
保
の
取
り
組
み
を
使
用
者

団
体
に
対
し
強
く
迫
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
港
湾
年
金
が
今
年

6
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の

点
を
と
っ
て
も
現
地
事
業
者
の

ひ
っ
迫
す
る
状
況
を
鑑
み
た
と

き
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
駆
使
し

て
で
も
緊
急
課
題
と
し
て
現
地

の
港
湾
年
金
支
給
対
象
者
に
対

し
普
通
に
支
給
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

24
春
闘
交
渉
全
般
に
亘
る
考

え
方
で
す
が
先
ず
は
大
幅
賃
上

げ
獲
得
と
休
日
休
暇
の
問
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
年
末
年
始
や

日
曜
日
も
含
め
港
湾
労
働
者
を

取
り
巻
く
状
況
は
一
般
他
産
業

や
世
間
か
ら
大
き
く
遅
れ
を
と

っ
て
い
ま
す
。
せ
め
て
世
間
並

み
の
労
働
環
境
獲
得
の
た
め
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
各
労
使
継
続
協
議
課

題
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

も
う
、
引
き
続
き
の
労
使
継
続

協
議
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

本
24
港
湾
春
闘
、
中
央
団
交
の

な
か
で
決
着
を
つ
け
な
け
れ
ば

24
春
闘
協
定
締
結
は
あ
り
え
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
求
獲
得
を
貫
徹
す
る
た
め

に
も
皆
さ
ん
の
団
結
の
力
を
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
、

闘
争
体
制
の
確
立
を
以
て
本
24

春
闘
中
央
団
交
に
臨
ま
し
て
も

ら
い
た
い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま

し
て
総
括
答
弁
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

２０２４年（令和６年）能登半島地震に係る要求書
1．両労組が手交した「能登半島地震に関する申し入れ（24年1月9日付）」
にもとづき、当該地域の事業継続支援・岸壁や港湾施設、荷役機器の復旧な
どを、関係行政への働きかけも含め具体化し、一刻も早く対策を講ずること。
2．七尾海陸運送㈱の事業と港湾労働者が直面する苦難の解決のために日本海
地区労使で進めている港運業務と就労確保の取り組みの促進へ助言・指導を
行い、これを実効あらしめること。
3．七尾海陸運送㈱の主力事業は苦境に直面しており、24年6月度の年金支給
に当たって事業主負担分を担保できないことが懸念されます。生活再建の渦
中で苦しむ七尾海陸運送㈱出身の年金受給権者への年金支給が滞ることは絶
対にあってはなりません。
ついては、激甚災害に際して、当該事業者が年金負担ができない場合でも、

安定協会が一時立て替えするなどして、年金受給ができるよう措置すること
を、（一財）港湾労働安定協会に港運労使の意思として申し入れ、具体化す
ること。

以 上

横須賀新港ふ頭へのフェリー就航に係る雇用と就労確保のための
合意書
一般社団法人日本港運協会、神奈川港運協会、全国港湾労働組合連合会、

並びに、全横浜港湾労働組合連合会は、横須賀新港ふ頭へのフェリーの就航
に係る雇用と就労に係る確認書（2022年11月28日付）2項に基づき、下記の四
者合意書を締結する。

記
1．四者は、横須賀新港ふ頭にフェリーが就航したことにより、既存の港湾労
働者の雇用と就労が奪われたことを直視し、港運事業の継続と港湾労働者の
雇用の安定に資するために、責任をもって協議する体制を確立する。
2．四者は、国土交通省港湾経済課・同関東地方整備局を立会人として、横須
賀市と横須賀港運協会が合意した「横須賀港における諸問題への対応に関す
る基本合意（21年7月9日付）」が速やかに遂行され、横須賀新港ふ頭にお
ける港運事業者の業域と港湾労働者の雇用と就労が確保されるよう、四者協
議において検証を行い、必要な関係者への働きかけを適宜行う。
3．四者は、当該地区（神奈川・横須賀）において、各加盟店社の協力なども
含め雇用が確保できる実効ある措置の確立に努力する。そのために、必要あ
れば当該地区（神奈川・横須賀）に於ける全ての関係者に協力を求める。
4．四者協議は、各々の申し入れによって開催する。なお、各々に疑義が生じ
た場合は、解決のために誠実に協議する。

以 上
2024年（令和6年） 2月14日
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